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平成24年度一般会計予算

17億7,500万円

村税 10.7％

地方交付税 49.8%

国県支出金
8.4％

国県支出金
8.4％

寄付金 7.9％寄付金 7.9％

村債 15.2％

その他 12.8％ 村税 10.7％

地方交付税 49.8%

村債 15.2％

その他 12.8％

皆さんに納めていただくお金
18,993万円

歳入

村で自由に使えるお金
88,400万円

国と県から交付され使える
補助金・交付金など
14,809万円

横浜市から交付される
お金と道志村応援寄付金

14,007万円

村の借金
26,960万円

　　　　◇その他の内訳
　繰越金 ………… 1,200万円
　使用料及び手数料  4,587万円
　諸収入 ………… 1,315万円
　分担金及び負担金 997万円
　繰入金ほか…… 14,733万円

議会費 2.6％
公債費 10.4％

総務費 16.3％

民生費 13.7％

衛生費
6.2％

農林水産業費
8.8％商工費

6.0％

土木費
10.3％

消防費 12.3％

教育費 10.5％

公債費 12.9％ 総務費 16.3％

民生費 13.7％

衛生費
6.2％

農林水産業費
8.8％商工費

6.0％

土木費
10.3％

消防費 12.3％

教育費 10.5％

公債費 12.9％

予備費 0.3％諸支出金 0.1％

歳出

28,959万円

24,431万円

10,978万円

15,604万円
10,668万円

18,331万円

21,805万円

18,575万円

22,935万円
借金を返済するお金

156万円 500万円

4,553万円
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特別会計予算

8億2,166万円
道志村の予算は、一般会計と 7種類の特別会計となっています。 特別
会計は、ある特定の事業を行うために、特定の歳入・歳出を一般会計と
区分して経理するための会計です。
次の表は、各会計の平成 24年度と前年度の予算額の比較グラフです。

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000 万円

国民健康保険会計
26,538 万円

28,846 万円

12,787 万円
12,517 万円

4,996 万円

6,151 万円

1,300 万円

150万円

14,501 万円

8,499 万円

4,228 万円

4,888 万円

18,628 万円

21,114 万円

国民健康保険診療所会計

簡易水道事業会計

介護保険サービス事業会計

介護保険会計

浄化槽事業会計

後期高齢者医療会計

■ 平成２３年度
■平成２４年度

提出された案件について、
審議を行いました
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村営上水道の
取水は

一般
質問
（これが聞きたい）

問
上
水
道
取
水
は

上
水
道
の
取
水
箇
所
の
数

と
取
水
方
法
は
ど
の
よ
う
に

答
  産
業
振
興
課
長

村
管
理
の
給
水
区
は
、
８

給
水
区
が
あ
り
、
湧
水
・
漂

流
水
を
使
用
し
て
お
り
漂
流

水
を
水
源
と
し
て
い
る
給
水

区
は
、
台
風
等
の
豪
雨
時
に

は
、
濁
り
の
発
生
、
ま
た
、

急
激
な
増
水
に
よ
り
、
取
水

施
設
を
破
損
さ
せ
る
こ
と
も

あ
り
、
新
た
な
水
源
地
を
探

す
必
要
性
も
あ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

問
県
道
24
号
の
間
伐
は

冬
期
に
お
い
て
県
道
24
号

線
︵
都
留
〜
道
志
︶
道
志
側

が
日
陰
に
な
る
場
所
が
多
い

の
で
、
枝
打
ち
や
間
伐
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
ら
と
思
い

ま
す
が
、
行
政
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
  産
業
振
興
課
長

森
林
所
有
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

森
林
の
整
備
に
つ
い
て
、

村
の
重
点
政
策
に
取
り
込

み
、
今
年
度
事
業
と
し
て
、

道
志
の
湯
の
熱
源
と
し
て
、

間
伐
材
等
を
利
用
す
る
薪
ボ

イ
ラ
ー
の
導
入
、
24
年
度
予

算
に
お
い
て
は
、
村
単
独
事

業
で
、
村
全
体
の
森
林
整
備

関
係
費
を
提
案
。
ま
た
企
業

等
の
ご
理
解
に
よ
り
実
施
す

る
森
づ
く
り
事
業
に
よ
る
森

林
整
備
、
さ
ら
に
は
山
梨
県

が
本
年
４
月
よ
り
導
入
す
る

﹁
森
林
環
境
税
﹂
の
活
用
に

よ
る
森
林
整
備
も
取
り
込
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

問
歳
出
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は

歳
出
︵
24
年
度
︶
の
な
か

に
お
け
ま
す
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
  総
務
課
長

内
訳
は
、
物
件
費
23
・

９
％
、
人
件
費
19
・
１
％
、

公
債
費
13
・
０
％
、
繰
出
金

11
・
２
％
、
補
助
費
等
10
・

３
％
、
扶
助
費
３
・
８
％

維
持
修
繕
費
１
・
４
％
 
予

算
額
で
見
積
も
り
ま
す
と
、

15
億
５
２
０
万
と
い
う
計
算

に
な
り
ま
す
が
、
最
大
値
の

概
算
と
し
て
ご
理
解
を
頂
き

た
い
。

問
河
川
管
理
は

道
志
川
の
川
底
が
、
こ
こ

数
年
︵
特
に
昨
年
の
台
風
︶
の

豪
雨
に
よ
っ
て
、
そ
う
と
う

藤原光政  議員藤原光政  議員

上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

下
げ
る
対
策
は
あ
る
の
か
。

答
  産
業
振
興
課
長

対
策
工
と
し
て
河
岸
保
護

工
事
や
水
制
工
等
を
実
施

し
、
川
の
流
れ
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
山
梨
県
が
施
工
す
る
災

害
復
旧
工
事
も
今
年
度
中
に

発
注
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
志
川
は
、
山
梨
県
の
管

理
と
な
り
ま
す
の
で
今
後
も

堆
積
が
確
認
さ
れ
た
時
点
で

山
梨
県
に
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

■
上
水
道
取
水
に
つ
い
て

■
県
道
24
号
線
に
つ
い
て

■
歳
出
の
な
か
に
お
け
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て

■
道
志
川
の
川
底
に
つ
い
て

問
●
新
た
な
水
源
地
の
必
要
性
 
 
●
村
の
重
点
施
策
に
取
り
組
む

●
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
 
●
山
梨
県
へ
の
要
望

答

道志川土砂堆積状況
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少子化と人口
減少対策は

一般
質問
（これが聞きたい）

杉本秀明  議員杉本秀明  議員

問
少
子
と
人
口
減
少

ど
う
す
れ
ば
明
る
く
住
み

や
す
い
、村
づ
く
り
が
出
来
る

の
か
。
ひ
と
つ
の
課
題
に
少

子
化
と
人
口
減
少
が
あ
り
ま

す
。今
後
の
対
策
と
政
策
は
。

答
  村
長

各
種
の
子
育
て
支
援
や
若

者
に
住
み
や
す
い
環
境
づ
く

り
等
、人
口
流
出
を
止
め
、流

入
を
増
や
す
政
策
を
展
開
し

ま
す
。ま
た
、道
志
の
魅
力
や

様
々
な
資
源
を
よ
り
効
果
的

に
発
信
し
て
、
来
年
度
は
２

地
域
居
住
の
モ
デ
ル
の
推

進
、若
者
、特
に
女
性
パ
ワ
ー

の
活
用
、
明
治
や
県
立
大
学

と
の
連
携
を
強
化
し
交
流
人

口
を
増
や
す
こ
と
、
道
志
に

ふ
さ
わ
し
い
産
業
誘
致
等
を

強
化
し
、
村
民
若
手
を
中
心

に
し
た
観
光
の
会
議
か
ら
の

提
言
も
、
事
業
と
し
て
実
行

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

問
道
志
の
森
基
金
は

は
ま
っ
子
ど
う
し
ボ
ト
ル

の
販
売
数
及
び
販
売
金
額
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
ま

た
、﹁
水
の
ふ
る
さ
と
道
志
の

森
基
金
﹂
へ
の
充
当
額
と
活

用
策
は
。

答
  会
計
管
理
者

は
ま
っ
子
ど
う
し
ボ
ト
ル

の
販
売
本
数
は
、
18
年
度
か

ら
22
年
度
ま
で
に
９
６
４
万

本
、
売
上
金
額
に
つ
い
て

は
、
無
公
表
で
す
。
ま
た
、

平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま

で
に
１
，
６
０
２
万
円
が
基

金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
水
の
ふ
る
さ
と

道
志
の
森
基
金
の
残
高
は
、

５
，
０
５
０
万
円
で
す
。

問
サ
ス
テ
な
会
議
の

成
果
は

持
続
的
、
発
展
的
な
村
づ

く
り
の
方
策
を
探
る
た
め
、

昨
年
７
月
よ
り
数
回
の
会
議

を
経
て
、
今
年
２
月
で
一
区

切
り
つ
い
た
サ
ス
テ
な
水
源

会
議
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
や
、
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
中
で
、
今
後
の
総
合
計
画

と
政
策
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
る
の
か
。

答
  総
務
課
長

短
期
的
な
取
組
み
可
能
型
、

中
長
期
で
の
取
組
み
型
の
区

分
に
分
け
て
、
計
画
と
の
整

合
性
を
見
定
め
な
が
ら
、
来

年
度
、
取
り
組
み
の
可
能
な

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調

査
、
研
究
、
検
討
の
う
え
、
事

業
化
で
き
る
も
の
は
事
業
化

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
長
期
型
に
お
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
の

見
直
し
の
際
に
、議
論
し
、加

え
ら
れ
る
も
の
は
加
え
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

■
少
子
化
と
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

■
水
の
ふ
る
さ
と
道
志
の
森
基
金
に
つ
い
て

■
サ
ス
テ
な
水
源
会
議
の
成
化
に
つ
い
て

問
●
若
者
に
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
政
策
を
展
開

●
良
質
な
水
を
育
む
環
境
保
全
維
持
の
基
金

●
調
査
・
研
究
・
検
討
し
事
業
化
し
て
い
く

答

サステな水源会議
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道の駅周辺
住民会議は

一般
質問
（これが聞きたい）

渡辺胆男   議員渡辺胆男   議員

問
道
の
駅
諸
問
題
は

道
の
駅
の
問
題
点
に
地
域

住
民
と
会
議
を
持
つ
予
定
は

あ
る
の
か
、
今
後
︻
道
の
駅

ど
う
し
︼
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

ま
た
、
村
道
進
入
緩
和
の
拡

幅
工
事
の
計
画
は
。

答
  産
業
振
興
課
長

道
の
駅
ど
う
し
運
営
に
あ

た
っ
て
の
諸
問
題
に
つ
い
て

住
民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を

設
け
、
問
題
解
決
策
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
道
の
駅
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
﹁
日
本
全
国
の
人

気
の
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
﹂

に
お
い
て
６
位
の
支
持
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
株
式
会
社
ど
う
し
と
地

域
住
民
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

更
な
る
運
営
を
模
索
し
、
利

用
者
が
親
し
み
の
持
て
る
施

設
と
し
て
、
道
志
村
の
観

光
、
産
業
等
あ
ら
ゆ
る
情
報

発
信
基
地
と
し
て
位
置
付
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
村
道
改
良
に
つ
い

て
で
す
が
、
22
年
度
に
計
画

し
た
﹁
道
志
村
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
﹂
に
は
２
路
線

と
も
事
業
計
画
に
組
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
24
年
度
か
ら
実

施
予
定
の
﹁
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
﹂
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
に
﹁
都
市
再
生
整

備
計
画
﹂
の
承
認
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。問

村
の
景
観
形
成
は

道
志
村
の
景
観
形
成
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め

る
の
か
。
ま
た
国
道
４
１
３

号
・
県
道
24
号
及
び
村
道
の

立
木
伐
採
を
こ
の
計
画
に
取

り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
な
の

か
。答

  産
業
振
興
課
長

23
年
度
は
、
基
本
方
針
を

検
討
し
て
24
年
度
は
、
景
観

計
画
︵
案
︶
を
作
成
し
、
25

年
度
は
﹁
道
志
村
景
観
計
画

︵
案
︶
﹂
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
調
整
を
行
い
な
が

■
道
の
駅
周
辺
住
民
会
議
に
つ
い
て

■
景
観
形
成
に
つ
い
て

問
●
住
民
の
意
見
を
聴
き
問
題
解
決
策
を
探
る

●
景
観
計
画
の
策
定
と
景
観
条
例
の
制
定
を
検
討

答

道の駅駐車場増設

ら
、
道
志
村
に
相
応
し
い
景

観
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後

に
﹁
道
志
村
景
観
条
例
﹂
の

制
定
を
検
討
。

次
に
国
道
、
県
道
及
び
村

道
の
沿
道
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
森
林
、
河
川
、
道
路

な
ど
の
景
観
の
保
全
と
自
然

環
境
の
保
全
を
一
体
的
に
図

り
、景
観
形
成
に
取
り
込
む
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂
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子育て支援対策
について

一般
質問
（これが聞きたい）

白井勝光   議員白井勝光   議員

問
子
育
て
支
援
対
策
は

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

親
が
安
心
し
て
仕
事
に
取
り

組
め
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
、
活
力
あ
る
道
志
村
に

な
り
、
ま
た
世
界
共
通
語
の

英
語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と

で
人
間
育
成
に
な
り
、
素
晴

ら
し
い
道
志
村
が
創
設
さ
れ

る
と
思
う
が
村
の
考
え
は
。

答
  住
民
健
康
課
長

医
療
事
業
と
し
て
、
す
こ

や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
制

度
・
不
妊
治
療
助
成
事
業
・

予
防
接
種
等
の
医
療
事
業
も

数
々
あ
り
子
育
て
支
援
に
今

後
も
努
力
し
ま
す
。

福
祉
事
業
と
し
て
は
、

結
婚
祝
い
金
・
出
生
祝
い

金
の
支
給
と
と
も
に
﹁
つ

ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
﹂
・
学

童
保
育
事
業
の
運
営
・
保

育
所
の
延
長
保
育
を
実
施
し

ま
た
。﹁
住
み
や
す
く
、
子

育
て
し
や
す
い
道
志
村
﹂

を
作
っ
て
い
く
た
め
、
今

後
も
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
事
業
を
考
え
実
行
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
  教
育
課
長

現
在
教
育
委
員
会
で
は
、

﹁
語
学
指
導
等
を
行
う
外

国
青
年
招
致
事
業
﹂
通
称

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導

■
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

■
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
●
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
の
実
行

●
平
成
24
年
度
は
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み
に
重
点
化

答

入
し
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
を

中
学
校
で
、
金
曜
日
を
小
学

校
で
外
国
語
指
導
助
手
と
し

て
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

問
防
災
対
策
は

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
そ
し
て
、
こ
こ
７
年
間

ぐ
ら
い
に
起
き
る
と
言
わ
れ

て
い
る
関
東
直
下
型
地
震
な

ど
の
万
全
の
準
備
を
し
て
災

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る

策
は
あ
る
の
か
。

答
  総
務
課
長

ご
指
摘
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
災
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
﹁
減
災
﹂
と
い
う
考

え
方
も
、
対
策
の
一
つ
と
し

て
検
討
し
、
来
年
度
は
、
避

難
に
関
し
て
の
﹁
サ
イ
ン
事

業
﹂
、
備
蓄
品
の
点
検
補
充

事
業
、
自
主
防
災
組
織
づ
く

り
及
び
各
種
の
訓
練
、
な
ど

実
践
へ
向
け
た
取
り
組
み
に

重
点
化
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

テレビ電話で情報お知らせ
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■道の駅どうしは、平成２２年６月から管理・運営を「株式会社どうし」
に委託しました。その運営状況について伺います。

Ｑ：「株式会社どうし」の平成２３年度の売り上げ見込み、利用者見込み数は
Ａ：売上見込は、３億１,４００万円。利用者見込７０万７,０００人の見込み。

Ｑ：平成２３年度、村内の関係者への支払金は（人件費含む）いくらか
Ａ：村内の出品者等への支払金は、人件費を含めて１億５,６００万円

Ｑ：現在の雇用者数は
Ａ：正社員４名、パート13名、清掃員４名、アルバイト２名の計２３名

Ｑ：「道の駅どうし」が、２３年度に村へ納付する施設使用料額の見込みは
Ａ：平成２３年度は１,８００万円村へ納める予定

（その使用料を村は基金に積み立て、施設改修や住民福祉事業に活用する予定）

■道志の湯の運営について伺います。
Ｑ：「道志の湯」の４月１日からの経営は
Ａ：４月１日より「株式会社どうし」が運営、今までの赤字経営を薪ボイラー（５台）の

設置と食堂部門の改善により経営努力します。

Ｑ：薪ボイラーの薪確保はどうするのか
Ａ：薪ボイラーの薪を確保する為に、「NPO法人道志・森づくりネットワーク」が窓口に

なり、安定供給を図ります。山林所有者など住民の皆様の出す薪を買い取る仕組みと
村の山林資源活用を包括的に考え、森林再生をする仕組みを作ります。

Ｑ：「道志の湯」の利用料金はどうなるのか
Ａ：村内の方 大人 380円  小人 260円

村外の方 大人 580円  小人 360円
（詳細は、道志の湯までお問い合わせ下さい）

議案の質疑

１２指定管理施設の現状の一部

提出された案件について、議員からの意見・要望の一部を紹介します。

H２４年 第２回議会定例会（３月）

リニューアルされた道志の湯

改装された道の駅トイレ
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議 案 等 の 審 議 結 果

最
後
の
定
例
議
会
が
終
わ
り

日
の
丸
、
村
旗
に
礼
を
し
、
議

場
を
後
に
し
ま
し
た
。
ホ
ッ
と

し
た
気
持
ち
と
、
こ
れ
で
本
当

に
良
か
っ
た
の
か
と
い
う
気
持

ち
と
、
複
雑
な
思
い
に
な
り
ま

し
た
。
４
年
前
の
高
ぶ
る
新
鮮

な
気
持
ち
で
の
初
議
会
、
そ
の

と
き
そ
の
時
の
一
番
良
い
答
え

は
何
か
、
10
人
で
話
合
い
選
択

を
し
て
来
ま
し
た
。
村
当
局
と

議
論
の
中
、
多
く
の
時
間
を
か

け
て
の
話
合
い
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
場
面
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。
４
年
が
過
ぎ
、
議
員
と
し

て
残
ろ
う
と
す
る
人
、
別
の
道

に
進
む
人
な
ど
様
々
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
道
志
村
の
発
展
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協

力
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
議
会
活
動
に
熱
い
御

支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
御
支
援
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。
 
 
 
 
佐
藤
喜
章

議会の思い

Ｈ２４年 第１回 道志村議会臨時会 （１月１９日）
議案等番号              件       名                審議結果
議案第１号 平成２３年度道志村一般会計補正予算（第６回） 可 決
議案第２号 平成２３年度道志村浄化槽事業特別会計補正予算（第４回） 可 決

Ｈ２４年度 第２回 道志村議会定例会 （３月７日～３月１６日）
議案等番号              件       名               審議結果
議案第３号 道志村営住宅条例の一部を改正する条例 可 決
議案第４号 「道志の湯」の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可 決
議案第５号 道志村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可 決
議案第６号 道志村特別会計条例の一部を改正する条例 可 決
議案第７号 道志村介護保険条例の一部を改正する条例 可 決
議案第８号 道志村暮らし向上基金条例 可 決
議案第９号 道志村グリーンロッジの指定管理者の指定について 可 決

議案第10号 山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び山梨県市町村総合
事務組合規約の変更について 可 決

議案第11号 平成２３年度道志村一般会計補正予算（第７回） 可 決
議案第12号 平成２３年度道志村国民健康保険特別会計補正予算（第４回） 可 決
議案第13号 平成２３年度道志村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２回） 可 決
議案第14号 平成２３年度道志村簡易水道事業特別会計補正予算（第５回） 可 決
議案第15号 平成２３年度道志村老人医療費特別会計補正予算（第３回） 可 決
議案第16号 平成２３年度道志村介護保険特別会計補正予算（第３回） 可 決
議案第17号 平成２３年度道志村介護保険サービス事業特別会計補正予算（第３回） 可 決
議案第18号 平成２３年度道志村浄化槽事業特別会計補正予算（第５回） 可 決
議案第19号 平成２３年度道志村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 可 決
議案第20号 平成２４年度道志村一般会計予算 可 決
議案第21号 平成２４年度道志村国民健康保険特別会計予算 可 決
議案第22号 平成２４年度道志村国民健康保険診療所特別会計予算 可 決
議案第23号 平成２４年度道志村簡易水道事業特別会計予算 可 決
議案第24号 平成２４年度道志村介護保険特別会計予算 可 決
議案第25号 平成２４年度道志村介護保険サービス事業特別会計予算 可 決
議案第26号 平成２４年度道志村浄化槽事業特別会計予算 可 決
議案第27号 平成２４年度道志村後期高齢者医療特別会計予算 可 決
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台
風
の
被
害
状
況
と

復
旧
の
進
捗
は

甚
大
な
被
害
で
あ
り
、

単
独
災
害
復
旧
と
補
助

事
業
で
実
施
す
る

質
問

答
弁

平
成
23
年
12
月
定
例
会

野
原
・
月
夜
野
間

バ
イ
パ
ス
化
に
つ
い
て

山
梨
県
か
ら
ル
ー
ト
案
が

示
さ
れ
た
後
、
関
係
者
へ

説
明
さ
れ
ま
す

質
問

答
弁

平
成
23
年
12
月
定
例
会

■ 災害の起きそうな、場所や地域を事前に調査し公表と事業化を進める
よう要求する。

■ 野原、月夜野間バイパス化は 4年間の夢でした、実現出来るよう努力します。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・あの一般質問は今・・・あの一般般般質問はは今・・・あの 般般質問はは今・・・

バ
イ
パ
ス
化
に
向
け
て
、
３
月
に
山

梨
県
か
ら
ル
ー
ト
案
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。今

後
、住
民
と
の
話
し
合
い
の
中
、方

向
性
が
示
さ
れ
ま
す
。
村
と
し
て
も
議

会
と
一
丸
と
な
っ
て
バ
イ
パ
ス
化
に
向

け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

被
害
の
復
旧
計
画
は
、
単
独
災
害
復

旧
と
補
助
事
業
に
分
か
れ
、
村
単
独
災

害
復
旧
は
、順
次
復
旧
し
、ほ
ぼ
終
了
し

て
い
ま
す
。

補
助
事
業
は
、
復
旧
工
事
が
す
べ
て

終
了
す
る
の
は
、
翌
年
度
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
議
員
発
議
で
小
規
模
災
害
復
旧
支
援

の
要
綱
を
提
案

村
議
会
で
は
、
昨
年
の
台
風
12
号
及

び
15
号
の
被
害
を
受
け
て
、
直
ち
に
現

地
調
査
を
行
い
、
村
当
局
に
対
し
て
早

期
の
災
害
復
旧
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
復
旧
で
補
助
対
象
に
な

ら
な
い
農
地
等
の
小
規
模
災
害
事
業
に

対
し
て
の
支
援
策
と
し
て
﹁
道
志
村
単

独
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
﹂

の
制
定
に
つ
い
て
、
24
年
度
以
降
運
用

で
き
る
よ
う
村
当
局
に
提
案
し
ま
し
た
。
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道志村農業委員会には農業委員１４名が選挙あるいは選任されていますが、どの
ような活動をしているかご紹介します。

■農業委員会の組織 ■
農業委員会委員選挙で村内農家の代表として１１名の選挙委員と農業共済組合、

村議会から推薦された３名の委員の計１４名により組織されております。 現在の委
員の任期は平成２３年７月２０日より平成２６年７月１９日の３年間となってい
ます。 

■農業委員会の目的 ■
農業委員会の目的は、「農業生産力の発展及び農業経営の合理化を図り、農家の地
位の向上に寄与する」ために設置されております。

■農業委員会の業務 ■
毎月行われる総会において、農地法などの農地関連法令に基づき農地の賃借や権
利移転の許可、農地を他の用途に転用する際の意見の具申などを審議し、農業委員
会としての最終的な意思決定を行っています。また、農業行政に対する農業委員会
としての要望等を取りまとめ、村へ建議を行っております。このほか、農地の保全・
有効活用を推進していくために農業
委員会では、耕作放棄地が発生しない
ように農地を定期的に巡回したり、農
地が適正に活用されているかを巡視
する農地利用状況調査などの農地パ
トロールを行っています。 この結果、
平成２３年度においては約１ｈａの
耕作放棄地の解消が図られ、優良農地
の確保、景観の向上及び環境の保全に
貢献することができ、美しい農山村の
実現に向け活動を実施しました。

農
業
委
員
会

紹

介
しょうかい

美しい農山村の実現に向けて活動

※ 農地を「貸したい・借りたい」等の情報等ございましたら
農業委員会までお気軽にお問合せ下さい。

※ 農業委員会総会は毎月第４木曜日に開催します。
申請書等は１０日までに提出をお願いします。

農業委員会事務局（産業振興課）
☎ ５２－２１１４
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草
木
の
芽
吹
く
３
月
、
多
く
の

人
々
が
い
ろ
い
ろ
な
別
れ
に
出
合

い
、桜
の
咲
く
４
月
、新
た
な
出
会
い

が
生
ま
れ
る
。
そ
ん
な
中
で
私
た
ち

議
会
も
四
年
間
の
総
ま
と
め
と
し
て

の
議
会
だ
よ
り
に
な
り
ま
し
た
。
創

刊
号
か
ら
手
探
り
で
始
め
今
議
会
最

後
と
な
る
、14
号
ま
で
の﹁
議
会
だ
よ

り
ど
う
し
﹂皆
様
に
親
し
ま
れ
、愛
読

さ
れ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
・
議
会

の
役
割
・
議
会
改
革
等
、
創
刊
号
か

ら
、14
号
ま
で
の
努
力
の
結
晶
で
す
、

こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、

大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い
た
賜

物
で
す
、
こ
の
﹁
議
会
だ
よ
り
ど
う

し
﹂
が
次
期
議
員
の
皆
様
の
手
で

益
々
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
と
願

い
、
編
集
後
記
と
し
ま
す
。

︵
渡
辺
胆
男
︶

編
 
集
 
後
 
記

議会だより No.14 発行：道志村議会    編集：広報常任委員会
〒402‑0209 山梨県南都留郡道志村 6181‑1 TEL.0554－52－2112

写真募集中（議会だよりに掲載させていただきます。）

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
 
 杉
本
 
秀
明

副
委
員
長
 
 渡
辺
 
胆
男

委
 
 
員
 
 池
谷
 
寿
男

委
 
 
員
 
 佐
藤
 
一
仁

がんばる人紹介 特別企画

昭和６２年より七里塚の花植えや、清掃活動を年２回行ってきました。し
かし、環境美化活動が観光立村の一助になっているのかどうかが疑問に思
うようになりました。私たち女性部は観光業に携わっている人が多いため、
お客様に対し「おもてなしの心」をもっと前面に出した事業としたいと話し
合いがされました。その結果、道志の湯の入口に遊休地があるので、そこに
花壇をつくり、観光客をいっぱいの花で迎えてあげたい、という趣旨で花壇
づくりが始まり、地主さんより土地を無償で借り、萱草が生い茂る荒れた土
地を整地、その苦労はなみたいていではありませんでした。部員はもちろんのこと、青年部の方々、
水源林管理所、建設会社、住民の人たちに力を貸していただき、平成１５年１１月にすばらしい花壇
が出来上がりました。

それからは、秋にはパンジーやビオラ。夏にはベコニ
アを植え、住民の人たちは勿論のこと、村を訪れた観光
客の人々をもてなしています。
長年続けてきた活動が評価され、今年１月には環境大
臣表彰を受賞いたしました。これもひとえに活動にご支
援、ご協力いただきました皆様方のお陰と心から感謝申
しあげます。
これからも、もてなしの心を大切に活動を続けて行きた
いと思います。

女性部長 
山口かおる 氏

環境美化活動に貢献
商工会女性部 環境大臣表彰を受賞


